
１ 開 会（10：00）
（１）委員の紹介

（２）局側出席者の紹介

（３）局長挨拶

２ 議 事
（１）「経営計画２０２１」の実施状況（経営レポート２０２５）

（２）次期経営計画の策定に向けた課題と方向性（案）

３ 閉 会

会 議 次 第

令 和 ７ 年 １ ２ 月 １ ９ 日

東 京 都 下 水 道 局
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【抜粋版】









☛ ☛



☛

☛

☛
☛

☛






































































令 和 ７ 年 1 2 月 1 ９ 日

東 京 都 下 水 道 局

アドバイザリーボード資料

議事（２）
次期経営計画の策定に向けた課題と方向性（案）

１ 次期経営計画の策定に向けた基本的な方向性

２ 下水道事業を取り巻く主な課題

（１） 施設の老朽化・豪雨の激甚化・頻発化

  

（２） 首都直下地震・地球温暖化

（３） 人材の確保

１

２

３

４



次期経営計画の策定に向けた基本的な方向性

計画の位置づけ 地方公営企業として、中期的な目標と取組、財源等を明らかにした経営戦略

令和８年度から令和１２年度まで（2026年度から2030年度までの５年間）計画期間

＜下水道事業を取り巻く主な課題＞

施設の老朽化 人材の確保地球温暖化首都直下地震
激甚化・頻発化
する豪雨

「レジリエンス（強靭性）」と「サステナビリティ（持続可能性）」

都民生活と首都東京の都市活動を支える基幹インフラとして、24時間365日、下水道機能を発揮

計画の基本的な方向性

３つの施策体系で事業を推進

・施設の維持管理に万全を期すとともに、老朽化対策を計画的に推進
・浸水対策、震災対策を強化し、災害に対する下水道の強靭化を推進

・2030年カーボンハーフの達成に向けて温室効果ガス削減効果の大きい汚泥焼却炉の導入などに取り組む
・窒素やりんを除去して、東京湾などへ放流する下水処理水の水質を向上

・新たな技術開発に取り組むとともに、ＡＩ等によるＢＰＲを徹底してＤＸを推進
・人材の確保・育成に戦略的に取り組む

令和８年３月末：計画策定・公表（予定）策定スケジュール

強靭な下水道の構築

脱炭素・良好な水環境への
貢献

持続可能な経営基盤の確立
１



下水道事業を取り巻く主な課題（施設の老朽化、豪雨の激甚化・頻発化）

施設の
老朽化

豪雨の
激甚化・
頻発化

２
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高度経済成長期以降の
集中的な整備

区部の下水道管の整備時期

主な課題

◆ 区部の下水道施設は、1950年代から

始まった高度経済成長期以降に人口の

急増等に対応するために集中的に整備

◆ 下水道管などの施設の老朽化が進んで

おり、整備後50年を超える下水道管が

今後20年間で約69％に急増

◆ 多摩地域の流域下水道も、事業を開始

した1969年から50年以上が経過し、

下水道施設の老朽化が進行

主な課題

【全国アメダス】時間降水量50ミリ以上の年間発生回数

（出典：気象庁HP「大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化」）

◆ 日本では、統計が開始された1976年以降、

時間50ミリ以上の降雨の発生回数が約

１．5倍に増加

◆ 気候変動の影響により、東京都においても

時間50ミリを超える非常に激しい降雨が

増加傾向

◆ 豪雨により施設の排水能力を超える雨水

が下水道に流入すると、下水道からの

はん濫（内水はん濫）により浸水被害が

発生することがある



下水道事業を取り巻く主な課題（首都直下地震、地球温暖化）

首都直下
地震

地球
温暖化

３

液状化現象による
マンホールの浮上

下水道管がマンホール内側に
突き出した様子

主な課題

主な課題

（出典：アースプラン2023）

◆ 下水道局では、東京都内における電力使

用量の約1％に当たる電力を消費するな

ど大量のエネルギーを必要とし、多くの

温室効果ガスを排出

◆ 2030年カーボンハーフの達成に向けて、 

「アースプラン２０２３」に基づき温室効果

ガス削減への取組が必要

「アースプラン２０２３」の目標

◆ 南関東地域においてマグニチュード７

クラスの地震が今後30年以内に70%

の確率で発生

◆ 令和６年能登半島地震では、

下水道管の破損や液状化現象による

マンホール浮上が原因で下水道への

排水ができなくなり、トイレ等が使え

なくなった



下水道事業を取り巻く主な課題（人材の確保）

人材の
確保
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（人） 年齢別職員構成 令和７年４月１日時点

（出典：東京都人事委員会報道発表）

◆ 少子高齢化による生産年齢人口

の減少や雇用の流動化を背景に

人材獲得競争が激化

◆ 国や地方自治体では、職員採用

試験の申込者数が減少傾向

◆ 東京都では、今後退職者数の増

加が見込まれる中、人材確保に

向けて経験者の通年採用などの

取組を実施

主な課題

４

（出典：下水道局資料）
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年齢別職員構成（下水道局）
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